
市立四日市病院ガス需給仕様書 

ガス供給事業者（以下「乙」という。）は、ガス供給事業法及びその他関係法令等を遵守するとともに、

本仕様書に基づきガスの供給を安定的に行い、市立四日市病院（以下「甲」という。）はその供給を受け

るものとする。 

 

１．概要 

（１）件名      市立四日市病院で使用するガス 

（２）需要場所  

  名 称     市立四日市病院 

  所在地     三重県四日市市芝田二丁目２番３７号 

（３）業種及び用途  病院 

 

２．需給期間 

２０２４年３月分の一般ガス導管事業者が定める定例検針日の翌日 から 

２０２７年３月分の定例検針日まで 

 

３．調達条件 

（１）ガスの種別   都市ガス １３Ａ 

（２）供給熱量    ４５ＭＪ／ｍ３ 

          但し、一般ガス導管事業者が定める小売託送供給約款による。 

（３）供給圧力    中圧Ｂ、低圧 

（４）使用量等    別表のとおり 

（５）取引メーター  別表のとおり 

の仕様 

 

４．入札金額 

（１）入札金額は、第３条に基づき算出したガス需給にかかる１ｍ３あたりの単価とし、銭の単位まで 

とする。 

※１ 入札金額には、消費税及び地方消費税の額を含まないものとする。 

※２ 入札金額には、原料費調整制度に基づく調整料金を含まないものとする。 

※３ 入札金額には、石油石炭税等租税課金を含むものとし、入札時における石油石炭税等租税課

金は、ＬＮＧ１，８６０円／ｔ、ＬＰＧ１，８６０円／ｔとする。 

※４ 入札金額には、託送料金を含むものとし、入札時における託送料金は、一般ガス導管事業者

が小売託送供給約款に定める令和５年４月時点の託送料金とする。 

 



 

５．契約 

（１）契約は、落札金額に基づく単価契約（以下「基準単位料金」という。）とし、契約履行完了に至る

までの一切の経費を含むものとする。 

（２）石油石炭税等租税課金及び託送料金が変更になった場合、又は、法改正に伴い必要と認められる

場合については、契約単価を変更することができる。 

 

６．支払い 

（１）乙は、ガス料金算定後、速やかにその代金の請求を毎月行うこととし、甲は、乙の請求に基づ 

き支払うものとする。 

（２）支払い金額は、当該月のガス使用量に、第５条の基準単位料金に対して原料費調整制度に基づく

調整をした金額（以下、「調整単位料金」※４という。）を乗じて得た金額に、消費税及び地方消費

税の額を加算した金額とする。 

※４ 調整単位料金は、以下の計算式を用いて毎月算出するものとする。 

式１ 調整単位料金（円、１銭未満切捨て） ＝ 基準単位料金 ＋ 原料費調整額 

式２ 原料費調整額（円、１銭未満切捨て） ＝ 原料価格変動額／１００ × ０．０８１ 

式３ 原料価格変動額（円／ｔ）＝ 平均原料価格 ― 基準平均原料価格※５ 

式４ 平均原料価格（円／ｔ、１０円未満四捨五入） 

＝ＬＮＧ平均輸入価格※６ × ０．９５７６ ＋ ＬＰＧ平均輸入価格※７ × ０．０４６６ 

※５ 基準平均原料価格は、８３，３５０円／ｔとする。 

※６ ＬＮＧ平均輸入価格は、当該月の５ヶ月前から３ヶ月前までの貿易統計値を用いるものと 

する。（例、９月分の料金の算定にあたっては、４月から６月までの値を用いる） 

※７ ＬＰＧ平均輸入価格は、当該月の５ヶ月前及び３ヶ月前までの貿易統計値を用いるものと 

する。 

 

７．精算額 

 ガス需給契約の履行に伴い、以下の場合において、精算額が発生するものとし、甲は乙にこの精算 

額を支払うものとする。 

（１）年間引取量が未達の場合 

  引取量未達精算額 ＝ （年間引取量 ― 実績年間使用量） ×  

（年間のガス料金総額を実績年間使用量で除し、小数点以下第３位を四捨五入した額） 

（２）最大時間使用量を超過した場合 

最大時間使用量超過精算額 ＝ （最大時間使用量実績 ― 最大時間使用量） ×  

（当該エリアを供給する一般ガス導管事業者が定める小売託送供給約款の流量基本料金単価） 

× １２ヶ月 

 



 

８．計量 

（１）ガス使用量の計量は、毎月１回一般ガス導管事業者が設置した計量器の検針によるものとする。 

（２）最大時間使用量の計量は、毎月１回一般ガス導管事業者が指定する負荷計測器の検針によるもの

とする。 

（３）ガス使用量及び最大時間使用量の検針は、一般ガス導管事業者が定める検針日に一般ガス導管事

業者が行うものとする。 

 

９．報告 

 乙は、検針ごとにガス使用量（取引メーター毎及び合計）及び最大時間使用量を一覧表にまとめ甲に

報告するものとする。 

 

10．保安 

（１）乙は、ガス事業法の定めるところにより、消費機器の調査・危険発生防止周知を行うものとする。 

（２）保安責任分界点は、ガス工作物の末端バルブとする。 

（３）緊急時（災害を含む）に備え保安体制を整備するとともに、緊急事態発生の際には速やかに出動

し、保安の確保に努めるものとする。 

 

11．その他 

 本仕様書に定めのない事項については、ガス事業法その他関係法令等に基づき、甲乙協議の上、決定

するものとする。 

  



【 使用量等 】 

最大時間使用量 ４３０ ｍ３／ｈ 

年間使用量（予定） １，５００，０００ ｍ３   

年間引取量 １，２５０，０００ ｍ３   

年月（検針月） 月別使用量（予定） 

２０２４年４月 ８０，０００ ｍ３   

     ５月 ８０，０００ ｍ３   

     ６月 １２０，０００ ｍ３   

     ７月 １７０，０００ ｍ３   

     ８月 ２００，０００ ｍ３   

     ９月 １５０，０００ ｍ３   

    １０月 ８０，０００ ｍ３   

    １１月 ８０，０００ ｍ３   

    １２月 １２０，０００ ｍ３   

     １月 １７０，０００ ｍ３   

     ２月 １４０，０００ ｍ３   

     ３月 １１０，０００ ｍ３   

２０２５年４月 ８０，０００ ｍ３   

     ５月 ８０，０００ ｍ３   

     ６月 １２０，０００ ｍ３   

     ７月 １７０，０００ ｍ３   

     ８月 ２００，０００ ｍ３   

     ９月 １５０，０００ ｍ３   

    １０月 ８０，０００ ｍ３   

    １１月 ８０，０００ ｍ３   

１２月 １２０，０００ ｍ３   

１月 １７０，０００ ｍ３   

２月 １４０，０００ ｍ３   

３月 １１０，０００ ｍ３   

２０２６年４月 ８０，０００ ｍ３   

５月 ８０，０００ ｍ３   

６月 １２０，０００ ｍ３   

７月 １７０，０００ ｍ３   

８月 ２００，０００ ｍ３   

９月 １５０，０００ ｍ３   



１０月 ８０，０００ ｍ３   

１１月 ８０，０００ ｍ３   

１２月 １２０，０００ ｍ３   

１月 １７０，０００ ｍ３   

２月 １４０，０００ ｍ３   

３月 １１０，０００ ｍ３   

※年間使用量及び月別使用量は予定数量であり、この数量を保証するものではありません。 

 

  



【 取引メーターの仕様 】 

No. 使用場所番号 
ガスメーター 

引込圧力 
契約最大使用量 

の判定方法 
(うち、低圧分) 

型号 号数 番号 

1 00-4133-8508 RD 65 500006 中圧 B 負荷計測器 ― 

2 00-5323-6692 ND 16 2888 低圧 負荷計測器 負荷計測器 

3 00-4133-8546 ND 100 4214 低圧 負荷計測器 負荷計測器 

4 00-4133-8553 ND 100 4192 低圧 負荷計測器 負荷計測器 

5 00-5335-5050 ND 6 1528 低圧 負荷計測器 負荷計測器 

6 00-5335-5043 ND 16 2431 低圧 負荷計測器 負荷計測器 

7 00-5338-9109 ND 40 1053 低圧 負荷計測器 負荷計測器 

8 00-4133-8515 RD 65 500001 中圧 B 負荷計測器 負荷計測器 

9 00-4133-8522 RD 65 500021 中圧 B 負荷計測器 負荷計測器 

 


